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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンピュータに、
　広告に用いられる文書を対象として、広告に関する項目に沿った評価点を受け付ける受
付機能と、
　前記受付機能によって受け付けられた評価点を用いて、前記項目毎の評価点を計算する
計算機能と、
　前記項目と広告を構成する要素である構成要素と対応させて記憶する構成要素記憶機能
と、
　前記計算機能によって計算された項目毎の評価点と改善対象となる前記構成要素を抽出
すべき項目か否かを判断する基準値との比較によって、改善対象となる前記構成要素を抽
出すべき項目を判断する判断機能と、
　前記判断機能によって抽出すべきと判断された項目に対応する、前記構成要素記憶機能
に記憶されている構成要素を抽出する構成要素抽出機能
　を実現させることを特徴とする情報処理プログラム。
【請求項２】
　前記構成要素に関する説明を記憶する説明記憶機能と、
　前記構成要素抽出機能によって抽出された構成要素に関する説明を、前記説明記憶機能
から抽出する説明抽出機能と、
　前記説明抽出機能によって抽出された説明を提示する提示機能
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　をさらに実現させたことを特徴とする請求項１に記載の情報処理プログラム。
【請求項３】
　コンピュータは、
　広告に関する項目と広告を構成する要素である構成要素とを対応させて記憶する構成要
素記憶手段を具備し、
　前記コンピュータに、
　広告に用いられる文書を対象として、広告に関する項目に沿った評価点を受け付ける受
付手順と、
　前記受付手順によって受け付けられた評価点を用いて、前記項目毎の評価点を計算する
計算手順と、
　前記計算手順によって計算された項目毎の評価点と改善対象となる前記構成要素を抽出
すべき項目か否かを判断する基準値との比較によって、改善対象となる前記構成要素を抽
出すべき項目を判断する判断手順と、
　前記判断手順によって抽出すべきと判断された項目に対応する、前記構成要素記憶手段
に記憶されている構成要素を抽出する構成要素抽出手順
　を行わせることを特徴とする情報処理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報処理プログラム及び情報処理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　広告に用いられる文書が人に接した場合、その人が受ける印象を測定する技術がある。
　これに関連する技術として、例えば、特許文献１には、広告を出してからユーザが実際
にその広告主の商品等を購入するに至るプロセスを流れとして分析し、広告効果を正確に
把握できるようにすることを課題とし、広告活動の基本原理である５つのプロセス（ＡＩ
ＤＭＡ）に沿って複数の行為項目を設定する行為項目設定部と、設定した複数の行為項目
毎に実際の実施内容を実績として登録する実績登録部と、データベースに登録された実績
データに基づいて、ＡＩＤＭＡのプロセス毎に実績状況を集計する集計部と、集計された
各プロセス毎の実績状況を一画面中に出力する分析結果出力部とを設けることにより、広
告活動の一部を断片的に分析していた従来の分析システムと異なり、広告活動の全体を通
した正確な広告効果を流れとして把握することができるようにすることが開示されている
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００３－０４４７３８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、広告に用いられる文書を評価した結果、広告を構成する要素であって改善対
象となり得る構成要素を抽出するようにした情報処理プログラム及び情報処理方法を提供
することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　かかる目的を達成するための本発明の要旨とするところは、次の各項の発明に存する。
　請求項１の発明は、コンピュータに、広告に用いられる文書を対象として、広告に関す
る項目に沿った評価点を受け付ける受付機能と、前記受付機能によって受け付けられた評
価点を用いて、前記項目毎の評価点を計算する計算機能と、前記項目と広告を構成する要
素である構成要素と対応させて記憶する構成要素記憶機能と、前記計算機能によって計算
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された項目毎の評価点と改善対象となる前記構成要素を抽出すべき項目か否かを判断する
基準値との比較によって、改善対象となる前記構成要素を抽出すべき項目を判断する判断
機能と、前記判断機能によって抽出すべきと判断された項目に対応する、前記構成要素記
憶機能に記憶されている構成要素を抽出する構成要素抽出機能を実現させることを特徴と
する情報処理プログラムである。
【０００６】
　請求項２の発明は、前記構成要素に関する説明を記憶する説明記憶機能と、前記構成要
素抽出機能によって抽出された構成要素に関する説明を、前記説明記憶機能から抽出する
説明抽出機能と、前記説明抽出機能によって抽出された説明を提示する提示機能をさらに
実現させたことを特徴とする請求項１に記載の情報処理プログラムである。
【０００７】
　請求項３の発明は、コンピュータは、広告に関する項目と広告を構成する要素である構
成要素とを対応させて記憶する構成要素記憶手段を具備し、前記コンピュータに、広告に
用いられる文書を対象として、広告に関する項目に沿った評価点を受け付ける受付手順と
、前記受付手順によって受け付けられた評価点を用いて、前記項目毎の評価点を計算する
計算手順と、前記計算手順によって計算された項目毎の評価点と改善対象となる前記構成
要素を抽出すべき項目か否かを判断する基準値との比較によって、改善対象となる前記構
成要素を抽出すべき項目を判断する判断手順と、前記判断手順によって抽出すべきと判断
された項目に対応する、前記構成要素記憶手段に記憶されている構成要素を抽出する構成
要素抽出手順を行わせることを特徴とする情報処理方法である。
【発明の効果】
【０００８】
　請求項１の情報処理プログラムによれば、広告に用いられる文書を評価した結果、広告
を構成する要素であって改善対象となり得る構成要素を抽出することができる。
【０００９】
　請求項２の情報処理プログラムによれば、改善対象となり得る構成要素に関する説明を
提示することができる。
【００１０】
　請求項３の情報処理方法によれば、広告に用いられる文書を評価した結果、広告を構成
する要素であって改善対象となり得る構成要素を抽出することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本実施の形態の構成例についての概念的なモジュール構成図である。
【図２】本実施の形態による処理例を示すフローチャートである。
【図３】広告文書の評価票の例を示す説明図である。
【図４】項目・構成要素テーブルのデータ構造例を示す説明図である。
【図５】評価結果の提示例を示す説明図である。
【図６】本実施の形態を具現化する場合のシステムの構成例を示す説明図である。
【図７】本実施の形態を実現するコンピュータのハードウェア構成例を示すブロック図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、図面に基づき本発明を実現するにあたっての好適な一実施の形態の例を説明する
。
　図１は、本実施の形態の構成例についての概念的なモジュール構成図を示している。
　なお、モジュールとは、一般的に論理的に分離可能なソフトウェア（コンピュータ・プ
ログラム）、ハードウェア等の部品を指す。したがって、本実施の形態におけるモジュー
ルはコンピュータ・プログラムにおけるモジュールのことだけでなく、ハードウェア構成
におけるモジュールも指す。それゆえ、本実施の形態は、コンピュータ・プログラム、シ
ステム及び方法の説明をも兼ねている。ただし、説明の都合上、「記憶する」、「記憶さ
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せる」、これらと同等の文言を用いるが、これらの文言は、実施の形態がコンピュータ・
プログラムの場合は、記憶装置に記憶させる、又は記憶装置に記憶させるように制御する
の意である。また、モジュールは機能に一対一に対応していてもよいが、実装においては
、１モジュールを１プログラムで構成してもよいし、複数モジュールを１プログラムで構
成してもよく、逆に１モジュールを複数プログラムで構成してもよい。また、複数モジュ
ールは１コンピュータによって実行されてもよいし、分散又は並列環境におけるコンピュ
ータによって１モジュールが複数コンピュータで実行されてもよい。なお、１つのモジュ
ールに他のモジュールが含まれていてもよい。また、以下、「接続」とは物理的な接続の
他、論理的な接続（データの授受、指示、データ間の参照関係等）の場合にも用いる。
　また、システム又は装置とは、複数のコンピュータ、ハードウェア、装置等がネットワ
ーク（一対一対応の通信接続を含む）等の通信手段で接続されて構成されるほか、１つの
コンピュータ、ハードウェア、装置等によって実現される場合も含まれる。「装置」と「
システム」とは、互いに同義の用語として用いる。もちろんのことながら、「システム」
には、人為的な取り決めである社会的な「仕組み」（社会システム）にすぎないものは含
まない。
　また、各モジュールによる処理毎に又はモジュール内で複数の処理を行う場合はその処
理毎に、対象となる情報を記憶装置から読み込み、その処理を行った後に、処理結果を記
憶装置に書き出すものである。したがって、処理前の記憶装置からの読み込み、処理後の
記憶装置への書き出しについては、説明を省略する場合がある。なお、ここでの記憶装置
としては、ハードディスク、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）、外
部記憶媒体、通信回線を介した記憶装置、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎ
ｇ　Ｕｎｉｔ）内のレジスタ等を含んでいてもよい。
【００１３】
　本実施の形態である情報処理装置は、広告に用いられる文書を評価するものであって、
図１に示すように、評価点受付モジュール１１０、評価点計算モジュール１２０、構成要
素処理モジュール１３０を有している。また、構成要素処理モジュール１３０は、項目評
価点判断モジュール１３２、構成要素抽出モジュール１３４、説明抽出モジュール１３６
、提示モジュール１３８、項目・構成要素テーブル１４４、説明ＤＢ１４６を有している
。
　本実施の形態は、文書を見た人が受ける印象であるため、宣伝行為を実施する前（印刷
して配布する前）の段階の評価において利用されてもよい。
【００１４】
　広告に用いられる文書を見た人が受ける印象を記述した複数の評価項目についての評価
結果を、ＡＩＤＭＡ（登録商標）の段階毎に集計するものである。なお、各評価項目は、
アメリカ合衆国のサミュエル・ローランド・ホール［Ｓａｍｕｅｌ　Ｒｏｌａｎｄ　Ｈａ
ｌｌ］が提唱した、広告宣伝に対する５段階の消費者の心理プロセス［Ａ，Ｉ，Ｄ，Ｍ，
Ａ］の各段階に対応している。
　ＡＩＤＭＡについて説明する。これは、Ａｔｔｅｎｔｉｏｎ、Ｉｎｔｅｒｅｓｔ、Ｄｅ
ｓｉｒｅ、Ｍｅｍｏｒｙ、Ａｃｔｉｏｎの各頭文字を組み合わせたものである。
　（１）Ａｔｔｅｎｔｉｏｎ：潜在顧客に対して注意を促すことである。これに関連する
広告を構成する要素である構成要素としては、キャッチフレーズや、それに代わる写真・
イラストなどがある。
　（２）Ｉｎｔｅｒｅｓｔ：注意をひいてからさらに一歩踏み込んで、興味を与えること
である。これに関連する広告の構成要素としては、キャッチフレーズ（写真・イラスト）
の後の説明文（段落）などがある。
　（３）Ｄｅｓｉｒｅ：顧客の潜在的要求を顕在要求に変えることである。それを買う（
行う）ことによる利点や優位性を認識させる。これに関連する広告の構成要素としては、
商品、サービスのよさをアピールした情報などがある。
　（４）Ｍｅｍｏｒｙ：すぐに行動を起こさない顧客に潜在的に記憶させることである。
これに関連する広告の構成要素としては、携帯性、保管（例えば、冷蔵庫に貼る）などの
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形態、認知して欲しい情報の繰り返し配置などがある。
　（５）Ａｃｔｉｏｎ：具体的に行動を起こさせることである。これに関連する広告の構
成要素としては、店名（連絡先）、連絡方法、付録、オマケ、割引情報などがある。
【００１５】
　評価点受付モジュール１１０は、評価点計算モジュール１２０と接続されている。広告
に用いられる文書を対象として、広告に関する項目に沿った評価点を受け付ける。そして
、その評価点を評価点計算モジュール１２０へ渡す。
　広告に用いられる文書としては、例えば、ダイレクトメール、チラシ等が該当する。な
お、文書とは、紙に印刷された文書を主な例として説明するが、テキストデータ、場合に
よっては画像、動画、音声等の電子データ、又はこれらの組み合わせの電子情報であって
もよい。
　広告に関する項目としては、例えば、前述のＡＩＤＭＡの５つの評価項目が該当する。
さらに、ＡＩＤＭＡを細分化した項目であってもよい。
　また、複数人による評価であるので、評価点は各項目毎に複数ある。
【００１６】
　評価点計算モジュール１２０は、評価点受付モジュール１１０、構成要素処理モジュー
ル１３０と接続されている。評価点受付モジュール１１０によって受け付けられた評価点
を用いて、項目毎の評価点を計算する。
　評価点の計算としては、項目毎の単純な加算、重み付き加算等であってもよい。さらに
その加算結果を例えば１０点満点に正規化等することを行ってもよい。また、項目がＡＩ
ＤＭＡを細分化した項目である場合は、その細分化した項目を加算等して、５つの評価項
目毎の評価点を計算してもよい。
【００１７】
　構成要素処理モジュール１３０は、評価点計算モジュール１２０と接続されている。評
価結果から対象としている文書の改善を指摘するための処理を行う。
　項目評価点判断モジュール１３２は、評価点計算モジュール１２０によって計算された
項目毎の評価点と改善対象となる前記構成要素を抽出すべき項目か否かを判断する基準値
との比較によって、改善対象となる構成要素を抽出すべき項目を判断する。改善対象とな
る前記構成要素を抽出すべき項目か否かを判断する項目毎の基準値は、業界、その文書を
配布する顧客層等に応じて定めてもよい。また、項目毎に定めても良い。
　項目・構成要素テーブル１４４は、構成要素抽出モジュール１３４からアクセスされ、
項目と広告を構成する要素である構成要素と対応させて記憶する。さらに、その構成要素
の説明が記憶されている位置（例えば、説明ＤＢ１４６内の該当箇所のＵＲＬ（Ｕｎｉｆ
ｏｒｍ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｌｏｃａｔｏｒ）等）を記憶していてもよい。
　構成要素抽出モジュール１３４は、項目・構成要素テーブル１４４と接続されている。
項目評価点判断モジュール１３２によって抽出すべきと判断された項目に対応する、項目
・構成要素テーブル１４４に記憶されている構成要素を抽出する。さらに、その構成要素
の説明が記憶されている位置を抽出してもよい。
【００１８】
　説明ＤＢ１４６は、説明抽出モジュール１３６からアクセスされ、構成要素に関する説
明を記憶する。いわゆる評価手引きといわれる解説書等を記憶する。また、その解説書内
の構成要素毎の説明はＵＲＬ等によってアクセスされるようになっていてもよい。
　説明抽出モジュール１３６は、説明ＤＢ１４６と接続されている。構成要素抽出モジュ
ール１３４によって抽出された構成要素に関する説明を、例えばＵＲＬ等を用いて説明Ｄ
Ｂ１４６から抽出する。
【００１９】
　提示モジュール１３８は、説明抽出モジュール１３６によって抽出された説明を提示す
る。また、評価点計算モジュール１２０による計算結果をグラフ（レーダーチャート等）
にして提示するようにしてもよい。また、構成要素抽出モジュール１３４によって抽出さ
れた構成要素を提示するようにしてもよい。
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【００２０】
　図２は、本実施の形態による処理例を示すフローチャートである。
　ステップＳ２０２では、評価点受付モジュール１１０が、文書の評価点を受け付ける。
評価点は、複数人の評価者によって行われた結果である。例えば、評価票３００を用いて
評価を行う。図３は、広告文書の評価票３００の例を示す説明図である。
　評価票３００は、行方向にＡ：気づく・注意を惹かせる（まず、読んでもらう）３５０
、Ｉ：興味を持たせる（興味をいだかせる）３６０、Ｄ：欲求を持たせる（相手の心を動
かす）３７０、Ｍ：記憶に残す（記憶に強く残す）３８０、Ａ：行動させる（相手を行動
へ促す）３９０を有している。これらは、ＡＩＤＭＡの評価軸に対応している。さらに、
細分化した項目に分かれている。例えば、Ａ：気づく・注意を惹かせる（まず、読んでも
らう）３５０は、項目番号１１として「注意が惹かれる」、項目番号１２として「雰囲気
がある」がある。
　そして、列方向に第１次評価項目３１０、項目番号３２０、第２次評価項目３２５、大
変そう思う３３１、そう思う３３２、ややそう思う３３３、どちらでもない３３４、やや
そう思わない３３５、そう思わない３３６、まったくそう思わない３３７を有している。
　評価者は、対象文書について、各項目毎に「大変そう思う」、「そう思う」、「ややそ
う思う」、「どちらでもない」、「ややそう思わない」、「そう思わない」、「まったく
そう思わない」のいずれかをチェック（選択）する。例えば、「大変そう思う」が７点で
あり、順に「まったくそう思わない」が１点のように評価点が対応付けられている。
　なお、評価票３００を評価者が用いる情報処理装置のディスプレイに提示し、マウス等
を利用した評価者の操作に応じて、チェックが行われ、各項目毎の評価点を受け付けるよ
うにしてもよい。また、評価票３００は紙文書であり、評価者が手書きでチェックを行っ
た後、情報処理装置のキーボード等を利用した操作者の操作に応じて、その評価票３００
の内容を受け付けるようにしてもよい。また、手書きで記入された評価票３００のチェッ
ク位置を評価点受付モジュール１１０が認識して評価点を受け付けるようにしてもよい。
【００２１】
　ステップＳ２０４では、評価点計算モジュール１２０が、項目毎の評価点を計算する。
例えば、項目毎の複数人の評価点を加算して、１０点満点になるように正規化を行う。
　ステップＳ２０６では、項目評価点判断モジュール１３２が、対象項目を抽出する。例
えば、図３の例では、項目番号１１から順に項目を抽出する。
　ステップＳ２０８では、項目評価点判断モジュール１３２が、評価点が閾値以下か否か
を判断する。閾値以下の場合（改善すべき項目である場合）はステップＳ２１０へ進み、
それ以外の場合（改善する必要がない項目である場合）はステップＳ２１８へ進む。閾値
は改善対象となる前記構成要素を抽出すべき項目か否かを判断する基準値であり、例えば
、その広告が用いられる業界毎に異なる値である。また、項目毎に異なる値を定めてもよ
い。
【００２２】
　ステップＳ２１０では、構成要素抽出モジュール１３４が、項目・構成要素テーブル１
４４を用いて構成要素を抽出する。対象となっている項目に対応する構成要素を抽出する
。図４は、項目・構成要素テーブル１４４のデータ構造例を示す説明図である。項目・構
成要素テーブル１４４は、項目番号欄４１０、全体にかかる要素欄４２０、個別にかかる
要素欄４３０を有している。構成要素として、全体にかかる要素欄４２０と個別にかかる
要素欄４３０に大きく分かれており、全体にかかる要素欄４２０は演出要素欄４２２、文
書構成欄４２４、レイアウト・デザイン欄４２６を有しており、個別にかかる要素欄４３
０はキャッチコピー欄４３２、キャッチビジュアル欄４３４、第２キャッチ欄４３６、リ
ード欄４３８、説明文欄４４０、価格欄４４２、オファー欄４４４、連絡先欄４４６を有
している。例えば、演出要素としてはその文書のサイズ、装丁等が該当する。
　構成要素抽出モジュール１３４は、項目・構成要素テーブル１４４内の対象としている
項目番号の行で、○印、◎印のある構成要素欄を抽出する。なお、◎印は○印と比べてよ
り重要な構成要素であることを示している。
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　例えば、項目番号１１（「Ａ：気づく・注意を惹かせる」の細分化項目の「注意が惹か
れる」）が抽出された場合（ステップＳ２０８でＹ）、項目番号１１の行で○印、◎印の
ある演出要素欄４２２、レイアウト・デザイン欄４２６、キャッチコピー欄４３２、キャ
ッチビジュアル欄４３４、第２キャッチ欄４３６、価格欄４４２、オファー欄４４４を構
成要素として抽出する。この中で、キャッチビジュアル欄４３４が項目番号１１に影響を
与える重要な構成要素の欄である。つまり、この文書において、項目番号１１を高めるた
めには、構成要素の演出要素欄４２２、レイアウト・デザイン欄４２６、キャッチコピー
欄４３２、キャッチビジュアル欄４３４、第２キャッチ欄４３６、価格欄４４２、オファ
ー欄４４４を改善し、特にその中ではキャッチビジュアル欄４３４の改善が他と比べて効
果があることを示している。
　また、項目・構成要素テーブル１４４内の○印、◎印のある箇所には、説明ＤＢ１４６
内のその構成要素の説明が記憶されている位置を示すＵＲＬが記憶されていてもよい。
【００２３】
　ステップＳ２１２では、説明抽出モジュール１３６が、構成要素から説明ＤＢ１４６内
の評価手引きの説明を抽出する。具体的には、例えば、項目・構成要素テーブル１４４内
のＵＲＬを用いて、説明を抽出する。
　ステップＳ２１４では、提示モジュール１３８が、評価手引きの該当説明をディスプレ
イ等に提示する。ここで、ステップＳ２０４での計算結果をグラフ等にして提示してもよ
い。図５は、評価結果の提示例を示す説明図である。Ａｔ軸５１０、Ｉ軸５２０、Ｄ軸５
３０、Ｍ軸５４０、Ａｃ軸５５０を有するレーダーチャートであり、Ｉ軸５２０が低い値
であることを示している。そして、値が改善対象となる構成要素を抽出すべき軸か否かを
判断する基準値以下の軸がある場合は、ステップＳ２１０で抽出した構成要素、ステップ
Ｓ２１２で抽出した該当説明を提示してもよい。
【００２４】
　ステップＳ２１６では、項目評価点判断モジュール１３２が、次の対象項目を抽出する
。例えば、項目番号１１の次は項目番号１２である。特に、［Ａｔ，Ｉ，Ｄ，Ｍ，Ａｃ］
の順番になるように項目を抽出してもよい。また、［Ａｔ，Ｉ，Ｄ，Ｍ，Ａｃ］の各項目
が細分化されている場合は、［Ａｔ，Ｉ，Ｄ，Ｍ，Ａｃ］内の同じ項目に含まれる細分化
項目が連続して抽出できるような順番にしてもよい。
　ステップＳ２１８では、項目評価点判断モジュール１３２が、項目を抽出できたか否か
を判断する。抽出できた場合はステップＳ２０８へ戻り、それ以外の場合は終了（ステッ
プＳ２９９）する。
【００２５】
　図６は、本実施の形態を具現化する場合のシステムの構成例を示す説明図である。
　このシステムでは、評価装置６０２、評価装置６０４、評価装置６０６、評価装置６０
８、評価装置６１０、評価処理装置６２０、文書ＤＢ６３０、プリンター６４０は、それ
ぞれ通信回線６９０を介して接続されている。
　評価装置６０２～６１０は、広告文書の評価者が用いる情報処理装置であり、例えば、
ＰＣ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ、パーソナルコンピュータ）である。各評価
装置６０２～６１０は、評価者の操作に応じて、文書ＤＢ６３０から評価対象の広告文書
を取り出し、前述の図３に例示した評価票３００に従って評価を行う。また、プリンター
６４０を用いて既に印刷された広告文書を受け取って評価を行ってもよい。
　評価処理装置６２０は、前述の図１で例示した構成を有している情報処理装置である。
各評価結果を受け取って、前述の処理を行う。
【００２６】
　なお、本実施の形態としてのプログラムが実行されるコンピュータ（図６で例示した評
価処理装置６２０）のハードウェア構成は、図７に例示するように、一般的なコンピュー
タであり、具体的にはＰＣ、サーバーとなり得るコンピュータ等である。つまり、具体例
として、処理部（演算部）としてＣＰＵ７０１を用い、記憶装置としてＲＡＭ７０２、Ｒ
ＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）７０３、ＨＤ７０４を用いている。ＨＤ７０
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４として、例えばハードディスクを用いてもよい。評価点受付モジュール１１０、評価点
計算モジュール１２０、項目評価点判断モジュール１３２、構成要素抽出モジュール１３
４、説明抽出モジュール１３６、提示モジュール１３８等のプログラムを実行するＣＰＵ
７０１と、そのプログラムやデータ（例えば、項目・構成要素テーブル１４４等）を記憶
するＲＡＭ７０２と、本コンピュータを起動するためのプログラム等が格納されているＲ
ＯＭ７０３と、説明ＤＢ１４６を実現させるための補助記憶装置であるＨＤ７０４と、キ
ーボード、マウス等のデータを入力する入力装置７０６と、ＣＲＴや液晶ディスプレイ等
の出力装置７０５と、ネットワークインタフェースカード等の通信ネットワークと接続す
るための通信回線インタフェース７０７、そして、それらをつないでデータのやりとりを
するためのバス７０８により構成されている。これらのコンピュータが複数台互いにネッ
トワークによって接続されていてもよい。
【００２７】
　前述の実施の形態のうち、コンピュータ・プログラムによるものについては、本ハード
ウェア構成のシステムにソフトウェアであるコンピュータ・プログラムを読み込ませ、ソ
フトウェアとハードウェア資源とが協働して、前述の実施の形態が実現される。
　なお、図７に示すハードウェア構成は、１つの構成例を示すものであり、本実施の形態
は、図７に示す構成に限らず、本実施の形態において説明したモジュールを実行可能な構
成であればよい。例えば、一部のモジュールを専用のハードウェア（例えばＡＳＩＣ等）
で構成してもよく、一部のモジュールは外部のシステム内にあり通信回線で接続している
ような形態でもよく、さらに図７に示すシステムが複数互いに通信回線によって接続され
ていて互いに協調動作するようにしてもよい。また、特に、パーソナルコンピュータの他
、情報家電、複写機、ファックス、スキャナー、プリンター、複合機（スキャナー、プリ
ンター、複写機、ファックス等のいずれか２つ以上の機能を有している画像処理装置）な
どに組み込まれていてもよい。
【００２８】
　前述の実施の形態においては、評価点計算モジュール１２０は、評価点受付モジュール
１１０が受け付けた評価点の全てを加算する例を示したが、最高点と最低点を除外する、
偏差が予め定めた値よりも大きい場合に特異点である最高点と最低点を除外する、等を行
って加算等の計算を行うようにしてもよい。ここで、「予め定めた値」とは、除外する処
理の前に定まっていることをいい、本実施の形態による処理が始まる前はもちろんのこと
、本実施の形態による処理が始まった後であっても、この除外処理の前であればよく、そ
のときの状況・状態に応じて、又はそれまでの状況・状態に応じて定めた値であればよい
。
　また、項目・構成要素テーブル１４４のデータ構造は、図４で例示したテーブル構造に
限られず、他のデータ構造であってもよい。例えば、項目と構成要素を対応付けたリンク
構造等であってもよい。また、データ項目は、図示したものに限られず、他のデータ項目
を有していてもよい。
　なお、前述の実施の形態において、「提示」としたものは、ディスプレイ等の表示装置
への表示の他に、プリンター等の印刷装置への印刷、スピーカー等の音声出力装置への音
声の出力等があり、それらの組み合わせであってもよい。
　また、前述の実施の形態の説明において、改善対象となる構成要素を抽出すべき項目か
否かを判断する基準値との比較において、「以上」、「以下」、「より大きい」、「より
小さい（未満）」としたものは、その組み合わせに矛盾が生じない限り、それぞれ「より
大きい」、「より小さい（未満）」、「以上」、「以下」としてもよい。
【００２９】
　なお、説明したプログラムについては、記録媒体に格納して提供してもよく、また、そ
のプログラムを通信手段によって提供してもよい。その場合、例えば、前記説明したプロ
グラムについて、「プログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体」の発明
として捉えてもよい。
　「プログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、プログラムのイ
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コンピュータで読み取り可能な記録媒体をいう。
　なお、記録媒体としては、例えば、デジタル・バーサタイル・ディスク（ＤＶＤ）であ
って、ＤＶＤフォーラムで策定された規格である「ＤＶＤ－Ｒ、ＤＶＤ－ＲＷ、ＤＶＤ－
ＲＡＭ等」、ＤＶＤ＋ＲＷで策定された規格である「ＤＶＤ＋Ｒ、ＤＶＤ＋ＲＷ等」、コ
ンパクトディスク（ＣＤ）であって、読出し専用メモリ（ＣＤ－ＲＯＭ）、ＣＤレコーダ
ブル（ＣＤ－Ｒ）、ＣＤリライタブル（ＣＤ－ＲＷ）等、ブルーレイ・ディスク（Ｂｌｕ
－ｒａｙ　Ｄｉｓｃ（登録商標））、光磁気ディスク（ＭＯ）、フレキシブルディスク（
ＦＤ）、磁気テープ、ハードディスク、読出し専用メモリ（ＲＯＭ）、電気的消去及び書
換可能な読出し専用メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）、フラッシュ・メモリ、ランダム・アクセス
・メモリ（ＲＡＭ）等が含まれる。
　そして、前記のプログラム又はその一部は、前記記録媒体に記録して保存や流通等させ
てもよい。また、通信によって、例えば、ローカル・エリア・ネットワーク（ＬＡＮ）、
メトロポリタン・エリア・ネットワーク（ＭＡＮ）、ワイド・エリア・ネットワーク（Ｗ
ＡＮ）、インターネット、イントラネット、エクストラネット等に用いられる有線ネット
ワーク、あるいは無線通信ネットワーク、さらにこれらの組み合わせ等の伝送媒体を用い
て伝送させてもよく、また、搬送波に乗せて搬送させてもよい。
　さらに、前記のプログラムは、他のプログラムの一部分であってもよく、あるいは別個
のプログラムと共に記録媒体に記録されていてもよい。また、複数の記録媒体に分割して
記録されていてもよい。また、圧縮や暗号化など、復元可能であればどのような態様で記
録されていてもよい。
【符号の説明】
【００３０】
　１１０…評価点受付モジュール
　１２０…評価点計算モジュール
　１３０…構成要素処理モジュール
　１３２…項目評価点判断モジュール
　１３４…構成要素抽出モジュール
　１３６…説明抽出モジュール
　１３８…提示モジュール
　１４４…項目・構成要素テーブル
　１４６…説明ＤＢ
　６０２～６１０…評価装置
　６２０…評価処理装置
　６３０…文書ＤＢ
　６４０…プリンター
　６９０…通信回線
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